






























































































































































































































後藤祥子 『元輔集注釈j東京、貴重本刊行会、 1994年、私家集注釈叢刊 6
片桐洋一 ・田中登解題 『冷泉家時雨亭叢書 第16巻平安私家集 三j東京、朝日新聞社、 1995年












②佐野みどり f風流造形物語 日本美術の構造と様態j東京、スカイドア、 1997年、 119頁。
























第1巻、東京、風間書房、 1993年、 210頁、小松茂美 f小松茂美著作集j第14巻、 281頁などを参照。
⑫i原俊頼 『散木奇歌集j夏部、 255。同集の秋の部（395）、恋の部 (1110）、恋の部 0162）なども参
照。
⑬大内正弘 (1495年没） 『拾塵和歌集J巻第8、雑歌上、 837（野萩）「むかしたれ物おもふ宿の跡な
らん雁なく野ベの萩の上のつゆ」
下河辺長流 (1686年没）編 『林業累慶集j秋歌上、 423（題しらず、田辺通直奏）「物おもふ宿をよ く
べき雁がねのねたくもおとす萩の上のつゆJ
藤原為家 『為家集j秋歌、 701「初かりの涙もいまやわが宿の草葉の上の露のふかさは」










⑫片桐洋一 『古今和歌集全評釈上j講談社、 1998年、 853頁。
Rr元輔集jは二類に分類することが出来るが、この冷泉家時雨亭文庫蔵本は現存諸伝本の中では第
一類の（ 1 ）宮内庁書陵部蔵定家系三十六人集（501・126）と同系統で、本文には若干の差しかな
く、歌序も巻末の識語と奥書も全く同じもので、書陵部蔵本が時雨亭文庫蔵本を親本として成立し
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たと考えても間違いはないと思われる。注⑩書、田中登解題、 35-37頁。浜口俊裕注⑪論文も参照。
＠村上の御時、殿上に紅葉合せさせたまふに「おもひやるくらぶの山の紅葉ばにおとらぬものは心な
りけり」
＠又、巻頭にはこの 『古今集jの歌に近い、「露」「涙」「萩」なと事の題材を扱ったもの（4番、 5番、
8番など）が並んでいる。例えば、第4番目の「くら人どころのおのこども、河原に涼みにまかり
ではべりしに 吹く風は涼しかりけり草しげみ露もいたらぬ荻の下葉も」があるが、ほかの伝本系
統 （正保版歌仙家集本系・西本願寺本系）によれば、下の句が少し違って、「露もいたらぬ荻の下
葉もJになり、 『万葉集jの秋の歌（巻第8、1575）「雲の上に鳴きつる雁の寒きなへ萩の下葉はも
みぢぬるかもJや同集の （巻第8、1617）「秋萩に置きたる露の風吹きて落つる涙は留めかねつもJ
などにも近いと考えられる。又、 『元輔集jを読んで行くと、第94番目（宮内庁書陵部蔵本の84番
に当る歌）の「順が子なくなしてはべしとぶらふとて 思ひやる古古比のもりのしづくにはよそな
る人の袖もぬれけり」という和歌あるが、それは梨査の僚友のi原順が子を亡くしたので元輔が贈っ
たものである。ri，原順集jには元輔のこの歌は載っていないが、同集119番に「応和元年（961）七
月十一日に、四つなる女児を喪ひて、同じ年の八月六日に又五つなる男を喪ひて、無常のおもひ、
事に触れて起こる。悲しびの涙乾かず。古万葉集の中の沙弥満誓がよめる歌の中に、世の中を何に
峨へむといへることをとりて、かしらに置きて詠める歌十首」として、歌群が128番まで収められ
ている。その第 1番目の119番は、「世の中を何にたとへむあかねさす朝日さすまの萩のうへの露j
で、この『元輔集jの表紙に葦手によって描いている f古今集jの「よみ人しらず」の歌に近い。
⑪『元輔集』と似ている、葦手を入れた定家時代のほかの古筆下絵が現存する。例えば、定家自身と
される徳川美術館の古筆手鑑「鳳風台」所収「紫式部集切Jなどが挙げられ、この 『元輔集j葦手
絵はその時代の慣習を反映すると言えるだろう。
＊討輯要旨
ニールス・グュルベルク氏は、「葦手歌切」には下絵があるようだが、と尋ね、発表者は、塔と柳
が描かれている、小松茂美氏は冷泉為恭筆、四辻秀紀氏は歌の書写年代をやや下る頃、と推定されて
いる、いずれにしろ歌が先で絵が後である、と答えた。
林晃平氏は、「元輔集」の表紙には、「なきわたるかりのなみだやjが全部書かれているのではない
か （中段の左端「加Jのすぐ右は「り」、外題の「集」の字をはさんですぐ右の笹の葉は「き」、その
すぐ左下の笹の葉は「たJ、さらに下段、 「能」のすぐ下の笹の葉も「た」という、プリッセ氏が装飾
としたその絵文字が全て葦手の表音記号で読める）、と鮮やかに指摘し、会場の参加者も発表者も同
意した。
大黒貞明氏は、冷泉為久は「ものおもふ」から裏に書かれている、と言っているが、この点につい
てはどうか、と尋ね、発表者は、今後の課題にする、と答えた。
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